
春校だより 11月号  
◇ 副校長あいさつ ◇                             上山 万里子 

過去一番と感じるほどの暑い夏が過ぎ、秋の訪れを感じるころとなりました。季節の移り変わりと同時に、春

野校舎では、吹奏楽部、郷土芸能部は演奏会の開催、卓球部、ソフトテニス部は新人戦参加、そして、ボランテ

ィア部は春野文化祭りでの運営のお手伝いをさせていただくなど、部活動においても芸術の秋、スポーツの秋と、

秋の深まりを感じる季節となっています。 

本校では、１年生から３年生までのほぼ全員が部活動に参加し、活動日の違いはありますが、日々練習に励ん

でいます。しかし、下校時のバス時間等が決まっているため午後５時 30分には活動を終了し、他校のように長

い練習時間は取れません。その限られた時間の中ですが、それぞれの技術の向上だけではなく、先輩後輩や地域

の方々との繋がりの大切さなど、教室の勉強では得ることができない貴重な学びの場となっており、これからも

部活動に取り組む生徒を応援したいと思っています。 

 部活動とともに地域探究活動にも力をいれています。昨年は春野町の特産物を取り入れた「はるてんむすび」

の商品を開発し、限定販売いたしました。今年も一年生を中心に新たな「はるてんむすび」の開発に取り組んで

います。春野校舎のホームページでも取組の様子を紹介していますので、ぜひご覧いただき、春野校舎の活躍を

応援いただけたら幸いです。 

◇ 春野のご縁を結びます～はるてんむすび～ ◇ ９月 26日（金）１年生 

 １年生が春野の特産であるヤマメの甘露煮や茶殻、山椒を使った『はるてんむすび』の調理実習を行いま

した。『はるてんむすび』は２年生の有志が昨年度開発したものです。その後 10 月 10 日には、はるてん

むすびに使用したヤマメの甘露煮を生産している『奥野養魚場』へお邪魔しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 春野の安全を守りたい～街頭指導～ ◇ ９月 25日（木）交通安全委員会 

 交通安全委員会に所属する生徒が、９月 25 日に街頭指導を行いました。バス等の都合により、

例年行っていた朝ではなく、放課後の時間に活動しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 11月２０日 

静岡県立天竜高等学校春野校舎 

地域と学校をつなぐ!! 

材料を聞いたときは変わった組み

合わせだと思っていたけれど、食

べてみるとヤマメの甘露煮の甘

さと茶殻が合っていて、そこに山

椒が加わって想像以上に美味し

かったです。（12HR 工藤秀瞳） 

 

地元の食材を食べる

ことは有意義なこと

だと感じました。春野

町の食材の魅力をた

くさんの人に伝えたい

と思いました。（11HR 

鈴木穂野香） 

 

先輩たちとドライバーさんに向け

て元気よく交通安全運動が出来て

よかったです。（12HR 小幡優月） 

 

平日の午後で車通りが少なか

ったですが、できるだけ会釈を

して交通安全運動をしている

ことをアピールしました。

（11HR 牧野心美） 

 車を運転する人にとって何が起こ

るか分からないのが運転なので、

道路の様子や車の状況を考えるこ

とができた。（21HR 山本剛也） 

 

１人１人が意識していく

ことが大切だと感じまし

た。（31HR 山田桜聖） 

 

※画像は『はるてんむすび』と 

『奥野養魚場』です。 



◇ 初体験だらけの４日間！修学旅行 ◇ 10月 14日（火）～10月 17日（金）２年生 

 広島県、兵庫県、大阪府に行ってきました。広島では原爆ドームや宮島、厳島神社へ行き、歴史的な背景

を学びました。兵庫では、姫路城、異人館、中華街に行き、異文化に触れることが出来ました。大阪では、

なんばグランド花月やUSJを満喫し、普段とは違う特別な４日間を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ～秋の遠足～ ◇ 10月 17日（金）１年生：ジブリパーク ３年生：長島スパーランド 

 中間テストが終わり、１・３年生が遠足へ行ってきました。１年生は春よりも仲良くなった仲間

たちと、３年生は高校最後の遠足で、同級生との思い出作りをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容についてのお問い合わせは、 

053-985-0306 天竜高校春野校舎内 総務・図書課 までお願いします。 

※カラー版「春校だより」は天竜高校春野校舎 HPで！   天竜春野校舎    検 索 ☜ 

 

スマホの方はこちらからも 
アクセスできます 

【 天竜文学賞 】天竜高校では、１年以内に出版された高校生も共感できる小説に「天竜文

学賞」を贈っています。討議の結果、いそのなほこ氏の『いつか天使が舞い降りる』（文芸社文

庫 NEO出版）が受賞作に決定しました。 

７月：選考委員へのノミネート本貸し出し 

９月：校内選考会議 

９月：代表者選考会議（春野校舎・二俣校舎合同） 

月：いそのなほこ氏を招いて授賞式 

春野図書館にて、受賞作の特別展を実施する予定です。 

人がたくさんいましたが、実

際にジブリに出ている場面が

色々あってびっくりしました。

（12HR 小幡優月） 

 

どのエリアも世界観の再現度

が高く、まるで映画の中に入っ

たかのような気持ちになりま

した。（11HR 鈴木穂野香） 

 

白鯨に乗れて、高校最後

の遠足でしたがとても楽

しかったなと思いました。

（31HR 林志帆） 

 

あっという間の数日間でしたがとて

も充実した時間を過ごすことがで

きました。（21HR 澤元佑太朗） 

 

自力でできないことをみんなに助けてもらうこ

と、あくまで学びであるということを意識しな

がら、羽目を外さない程度に楽しめ、成長がで

きたなと感じました。（21HR 佐藤龍之介） 

 

中日新聞 2025年９月 19日掲載 

※
こ
の
写
真
は
、
中
日
新
聞
社
の

許
諾
を
得
て
転
載
し
て
い
ま
す

。 

 


